
同
志
社
創
音
二
十
五
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
ー
ー
ー

創
立
百
二
十
五
周
年
黒
事
業
委
員
会
は

一
九
九
七
年
工
月
に
ま
と
め
た
「
同
志
社
創

立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
基
本
計
画
」
に
も

と
づ
ミ
各
学
校
や
零
事
業
委
員
会
の
も
と

に
各
種
の
実
行
委
員
会
や
企
画
委
員
会
等
を
設

置
し
て
、
具
体
的
な
実
施
に
つ
い
て
検
討
・
準

備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
昨
年
十
一
月
二
十
九

日
発
行
の
『
同
志
社
社
報
(
臨
時
兇
1
3
号
)
』

の
報
告
に
も
と
づ
き
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

ー
.
畢
柱
劃
首
干
五
周
年
尋
将
事
に
つ
い
て

「
黒
汀
事
実
行
委
員
会
L
.

「
同
志
社
人
交
流
企
画
委
員
会
L

て
い
ま
す
。

①
同
志
社
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
式
典

二
0
0
0
年
三
月
二
九
日
(
水
)

②
悪
講
演
↓
示
都
1

創
立
百
二
十
五
周
年
黒
式
典
の
前
に
、
全

国
各
地
で
の
雲
講
演
を
締
め
く
く
る
形
で
行

い
ま
す
。

目
的
と
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
二
十
一
世
紀

を
迎
え
人
類
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対

し
精
神
性
を
語
り
、
世
界
に
向
け
て
同
志
社
か

ら
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。
講
演
者

に
つ
い
て
は
、
世
界
的
に
著
名
な
人
物
を
予
定

)し

し
て
い
ま
す
。

③
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
東
京
1

目
的
と
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
新
島
教
育
の

)し

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
自
由
教
育
L
 
を
明
確
に

打
ち
出
し
、
二
0
0
0
年
の
一
一
月
下
旬
に
、

一
九
九
九
年
三
月
か
ら
二
0
0
0
年
三

月
ま
で
の
問
を
黒
行
事
期
間
と
し
て
計
画
し

同
志
社
か
ら
日
本
の
教
育
界
に
向
け
て
提
言
を

行
い
ま
す
。

講
演
者
・
パ
ネ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
日
本
の
教
育
界
の
あ
り
方
に

つ
い
て
語
れ
る
人
物
を
海
外
と
日
本
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
招
く
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

④
黒
講
演
1
地
方
1

黒
行
事
期
間
屯
概
ね
月
一
回
全
国
各
地

十
地
方
で
行
い
ま
す
。

開
催
地
は
、
福
岡
松
山
、
岡
山
、
名
古
屋

金
沢
、
新
潟
、
仙
貪
札
幌
神
戸
、
大
阪
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
目
的
は
、
全
国
の
同
志
社

卒
業
生
・
関
係
者
と
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、

同
志
社
の
教
育
・
研
究
の
成
果
を
広
く
社
会
に

公
開
し
ま
す
。

⑤
聖
書
展

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施

認



さ
れ
ま
す
。

場
所
は
 
Z
区
昆
え
8
ヨ
で
二
0
0
0
年

-
0
月
下
旬
に
約
一
週
間
の
予
定
で
す
。

⑥
合
唱
祭

グ
リ
ー
ク
ラ
プ
、
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ン
ツ
コ
ー

ル
、
混
声
合
唱
団
、
こ
ま
く
さ
等
、
大
{
モ
女

子
大
、
中
学
、
高
校
の
合
唱
団
が
一
堂
に
会
し

行
わ
れ
ま
す
。
企
画
・
運
営
は
こ
れ
ら
合
唱
団

が
行
い
、
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
二
0
0

0
年
の
三
月
中
旬
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

⑦
同
志
社
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
一
ブ
ー
ア
ン
ド

ウ
イ
ー
ク

卒
業
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
い
再
会
と
出
会

い
の
中
で
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
感
じ
、
さ
ら
に
教

職
員
・
在
学
生
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
い
っ

そ
う
母
校
と
の
き
ず
な
を
深
め
て
も
ら
う
機
会

と
す
る
こ
と
を
、
目
的
と
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
ウ
ィ
ー
ク

二
0
0
0
年
一
一
月
一
日
(
水
)
 
S
三

月
三
日
(
金
・
祝
日
)

●
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

二
0
0
0
年
一
一
月
三
日
(
金
・
祝
日
)

場
所
は
、
今
出
川
校
地
を
中
心
に
実
施
い
た

し
ま
す
。

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

2
.
同
志
社
小
学
校
(
仮
称
)
の
設
立
に
つ
い
て

「
同
志
社
小
学
校
(
仮
称
)

設
立
構
想
委
員
会
」

一
九
九
八
年
四
月
に
委
員
会
を
設
置
し
て
、

二
十
一
世
紀
初
頭
の
小
学
校
開
設
の
可
能
性
に

つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
開
始
い
た
し
ま
し

)し

た
。

一
九
九
八
年
一
一
月
中
旬
に
答
申
が
あ
り
ま

し
た
0今
後
所
管
部
課
で
あ
る
施
設
部
に
お
い
て

具
体
化
を
図
り
、
二
0
0
0
年
完
成
を
目
処
に

着
手
す
る
予
定
で
す
。

⑤
今
出
川
校
地
の
総
合
的
再
整
備
の
た
め
の

「
今
出
川
校
地
整
備
企
画
委
員
会
(
仮
称
)
」
の

設
置
に
つ
い
て

現
在
大
学
の
扶
桑
館
の
整
備
、
中
学
の
施

設
の
整
備
女
子
中
学
校
・
一
局
等
学
校
と
女
子

大
学
の
既
設
校
舎
の
整
備
等
各
学
校
で
の
計

画
が
そ
れ
ぞ
れ
検
討
・
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

将
来
構
想
と
の
関
連
も
あ
り
、
な
お
各
学
校
間

の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
北
小
松
校
地
に
「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
.

国
際
交
流
L
 
の
た
め
の
新
た
な
施
設
を
建
設
す

る
こ
と
に
つ
い
て

基
本
計
画
の
も
と
に
「
基
本
設
計
L
 
が
作
成

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
施
設
完
成
後
の
管
理
・
運
営
方
法
等

を
検
討
す
る
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、

企
画
部
と
施
設
部
に
検
討
を
籍
い
た
し
ま
し
た
。

②
同
志
社
女
子
大
学
創
立
百
二
十
五
周
年
・
新

制
大
学
設
置
五
十
周
年
を
記
念
し
、
「
コ
ミ
ユ
ニ

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

3
.
同
志
社
教
育
を
一
層
充
実
す
る
た
め

の
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て

「
北
小
松
整
備
企
画
委
員
会
L
・
「
田
辺
校

地
環
境
整
備
企
画
委
員
会
」
・
「
女
子
大

学
」
・
「
香
里
中
学
校
・
一
局
等
学
校

同
志
社
創
立
百
二
+
五
周
年
黒
事
業
認

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
(
大
学
会
館
)
」
を
建
設
す
る

こ
と
に
つ
い
て

「
実
施
計
画
」
も
完
了
し
、
三
月
初
旬
に
「
起

工
式
」
を
行
い
、
二
0
0
0
年
夏
に
完
成
す
る

予
定
で
す
。

③
同
志
社
香
里
創
立
五
十
周
年
を
記
念
し
て

の
、
「
新
校
舎
」
建
設
に
つ
い
て

一
九
九
八
年
三
月
に
「
起
工
式
L
 
を
行
い
、

一
九
九
九
年
春
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

④
田
辺
校
地
通
学
路
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
し

て
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4
.
歴
史
的
建
造
物
の
修
復
・
活
用
に
つ
い
て

「
大
学
L
・
「
女
子
大
学
」

①
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
の
修
復
に
つ
い
て

京
都
府
の
重
要
文
化
財
に
つ
い
て
の
修
復
計

画
に
合
わ
せ
具
体
化
へ
の
検
討
を
続
け
て
い

ま
す
。

②
ジ
エ
ー
ム
ズ
館
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
の

修
復
に
つ
い
て

女
子
大
学
で
黒
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ニ

0
0
一
年
夏
に
完
成
の
予
定
で
す
。

①
未
整
理
資
料
を
含
め
社
史
資
料
室
現
有
資
料

の
集
中
的
整
理
作
業
と
、
「
同
志
社
百
二
十
五
周

年
史
年
表
」
(
仮
称
)
の
編
集
お
よ
び
新
島
研
究

資
料
の
公
開
を
促
進
す
る
た
め
、
貴
重
資
料
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
『
同
志
社
百

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

5
.
社
史
資
料
の
整
理
お
よ
び
『
同
志
社
百
年

史
』
以
降
の
年
表
編
集
な
ど
に
つ
い
て

同
志
社
社
史
資
料
室
に
お
い
て
、
百
二
十
五

周
年
黒
と
し
て
以
下
の
事
業
が
計
画
さ
共

一
部
は
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

北小松校地 rキリスト教主義教育・国際交流」施設(基本計画)配置計画図
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年
史
』
未
公
開
の
記
録
資
料
を
刊
行
す
る
予
定

で
す
。

②
「
新
島
襄
の
教
育
理
想
1
現
代
語
訳
1
L
(
仮

称
)
を
『
新
島
襄
全
集
』
か
ら
適
切
な
部
分
を

抜
粋
し
て
刊
行
し
ま
す
。

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

6
.
同
志
社
女
子
大
学
の
百
二
十
五
周
年

黒
事
業
に
つ
い
て

女
子
大
学
は
二
0
0
一
年
に
創
立
百
二
十
五

周
年
を
、
ま
た
一
九
九
九
年
に
は
新
制
大
学
に

移
行
し
て
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

一
九
九
九
年
四
月
か
ら
二
0
0
二
年
三
月
の
三

力
年
を
記
念
事
業
期
間
と
し
て
、
各
種
の
記
念

行
事
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
学
生
・
卒
業
生

関
連
施
設
を
充
実
い
た
し
ま
す
。

④
二
0
0
0
年
・
一
る
0
一
年
に
記
念
式
典
を

計
画
、
講
演
会
・
公
演
や
展
示
会
等
を
開
催
し

ま
す
。

⑤

『
同
志
社
女
子
大
学
創
立
百
二
十
五
周
年
.

新
制
女
子
大
学
五
十
周
年
記
念
写
真
集
(
誌
)
』

を
発
刊
し
ま
す
。

)6
 
「
募
金
活
動
L
 
ジ
エ
ー
ム
ズ
館
保
存
改
修
と

(コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
(
大
学
会
館
)
建

設
費
の
一
部
に
充
て
る
た
め
、
募
金
活
動
を
行

い
ま
す
。
(
募
金
目
標
額
五
億
円
)

⑦
二
0
0
0
年
四
月
開
設
予
定
の
「
現
代
社
会

学
部
社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
L
(
修
業
年
限
四
年
・

収
容
定
員
千
六
百
四
十
△
の
設
置
準
備
が
順

調
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

フ
.
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
の

百
二
十
五
周
年
黒
事
業
に
つ
い
て

①
田
辺
校
地
に
「
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

(
大
学
会
館
)
」
を
建
設
し
ま
す
。
二
0
0
0
年

夏
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

②
今
出
川
校
地
の
「
ジ
エ
ー
ム
ズ
館
」
を
保
存

改
修
し
ま
す
。
二
0
0
一
年
夏
に
完
成
す
る
予

定
で
す
。

③

九
九
九
年
秋
・
二
0
0
一
年
秋
に
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

同
志
社
香
里
中
学
校
・
一
局
等
学
校
は
、
二
0

0
一
年
に
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ

で
、
一
九
九
七
年
四
月
か
ら
二
0
0
四
年
三
月

の
七
年
間
を
記
念
事
業
期
間
と
し
て
、
教
育
施

設
等
の
整
備
充
実
を
行
う
と
と
も
に
、
二
0
0

一
年
に
は
各
種
の
黒
行
事
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

①
建
物
の
新
設
お
よ
び
改
修

)
①
特
別
教
室
の
空
認
備
、
尚
志
館
・
新
明

誠
館
の
特
別
教
室
等
の
改
修
工
事
は
一
九
九

七
年
夏
に
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

②
有
朋
館
星
徒
倉
邑
拡
張
工
事
に
つ
い

て
は
、
一
九
九
七
年
夏
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

③
新
校
舎
(
五
階
建
普
通
教
室
特
別
教

室
・
多
目
的
教
室
・
プ
ー
ル
の
設
置
)
の
建

設
お
よ
び
明
誠
館
改
修
工
事
は
、
一
九
九
九

年
春
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

④
第
Ⅱ
期
工
事
と
し
て
、
第
二
体
育
館
等
の

新
設
・
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

2
 
寡
金
活
動
L
 
①
か
ら
④
の
事
業
費
に
充
て

る
た
め
、
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
(
募
金

目
標
額
八
億
巴

)3
 
『
同
志
社
香
里
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』
を

(刊
行
し
ま
す
。

④
一
 
0
0
一
年
二
月
一
 
0
日
(
土
)
編
念

式
典
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
講
演
今
演
奏
会
・

展
覧
会
・
競
技
会
・
バ
ザ
ー
等
も
実
施
す
る
予

定
で
す
。

)5
一
九
九
九
年
四
月
か
ら
中
学
校
の
増
学
級

((
五
ク
ラ
ス
か
ら
六
ク
ラ
ス
と
し
、
ク
ラ
ス
定
員

を
四
十
人
と
す
る
)
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

⑥
一
 
0
0
0
年
四
月
に
は
、
一
局
等
学
校
に
「
国

際
コ
ー
ス
L
 
二
学
級
を
新
設
。
そ
の
二
分
の
一

同
志
社
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
部

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.



を
女
子
生
徒
と
し
て
、
男
女
共
学
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

一
九
九
八
年
一
一
月
中
旬
に
「
田
辺
校
地
環

境
整
備
企
画
委
員
会
」
か
ら
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

田
辺
校
地
通
学
路
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

答
申

1
概
要
1

通
学
路
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
 
J
R

同
志
社
前
駅
か
ら
同
志
社
キ
ャ
ン
ハ
ス
に
い
た

＼ノ

る
東
西
道
路
沿
い
に
位
置
す
る
校
地
の
整
備
を

中
心
に
検
討
を
行
い
ま
し
た
の
で
答
申
い
た
し

ま
す
。な
お
、
答
申
の
ほ
か
に
通
学
路
の
現
状
に
関

し
て
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
参
考

ま
で
に
試
案
を
添
付
い
た
し
ま
す
。

田
辺
校
地
は
、
現
在
一
万
九
千
人
を
超
え
る

学
生
・
生
徒
を
擁
す
る
大
規
模
な
キ
ャ
ン
パ
ス

と
な
り
ま
し
た

各
校
と
も
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
の
施
設
・
整
備

に
つ
い
て
は
整
備
・
拡
充
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
通
学
路
お
よ
び
通
学
路
周
辺
は
開
校

以
来
未
整
備
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
創
立
百

十
五
周
年
黒
事
業
の
一
環
と
し
て
、
東
西

道
路
南
北
の
校
地
を
造
成
し
、
田
辺
キ
ャ
ン
パ

ス
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
基
盤
整
備
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
下
記
の
計
画
案
の
と
お
り
、

東
西
道
路
に
平
行
し
て
北
側
に
あ
る
校
地
を
通

学
路
の
一
局
さ
ま
で
造
成
す
る
と
と
も
に
、
緑
地

帯
を
設
け
プ
ラ
ザ
的
な
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
整
備

す
る
こ
と
。
ま
た
、
狭
隆
と
な
っ
た
駐
輪
場
も

拡
大
し
整
備
を
す
る
こ
と
。

な
お
、
東
西
道
路
の
南
側
の
校
地
は
、
通
学

路
に
沿
っ
て
小
規
模
な
盛
り
土
お
よ
び
植
樹
を

す
る
程
度
と
し
、
西
に
あ
る
里
道
は
、
東
に
つ

け
か
え
る
こ
と
で
有
効
か
つ
効
率
の
よ
い
士
地

と
し
て
整
備
す
る
こ
と
。

同
時
に
、
東
西
道
路
と
市
道
に
面
す
る
フ
ラ

ツ
ト
な
校
地
は
、
盛
り
士
と
植
樹
お
よ
び
モ
ニ

ユ
メ
ン
ト
を
立
て
る
等
に
ょ
り
、
キ
ャ
ン
。
ハ
ス

の
玄
関
口
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
。

以
上
、
具
体
的
な
基
盤
整
備
の
実
施
計
画
案

と
し
て
答
申
い
た
し
ま
す
。

y

カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
」
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

試
案
イ
.
近
鉄
「
興
戸
駅
L
 
か
ら
通
学
路
の
陸
橋
ま
で

の
整
備
に
つ
い
て

近
鉄
興
戸
駅
の
改
修
等
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
「
新
通
学
路
の
設
置
」
と
「
陸
橋
へ
の
エ
ス

.
¥
心"

"
 
P
 
"
 
0

御マ
、

ノ

、

ロ
.
新
島
黒
講
堂
の
出
入
り
口
の
整
備
に
つ

い
てで
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
、
通
学
路
に
面
し

た
個
所
軍
西
道
路
と
南
北
道
路
の
交
差
点
の

東
側
)
に
「
出
入
り
口
の
設
置
」
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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